
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社団法人 高知県森と緑の会 発行 2006年(平成 18 年)12月 10日 

新たな年を迎えようと

しています。 
本年は当会にとって、い

ろいろな出来事のあった

年でした。そして、関係者
の皆さまには本当にお世

話になった年でした。厚く

御礼申し上げます。 
私も新しく理事長とし

てこの会の運営に関わり、

森林率全国一の高知県で
の、森や緑化に関する活動

が大切であると改めて認

識させられました。 
2007 年はより多くの

人々と手をたずさえて、森

と緑の会を盛り立ててい
きたいと思っていますの

で、来る年もどうぞよろし

くお願い申し上げます。 

９月から、小松専務理事

と横山事務局長が就任い
たしました。 

どうぞよろしくお願い

します。 

横山
よこやま

信行
のぶゆき

 
事務局長 
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＞＞それぞれの内容は２ページめへ 

川合
かわい

通子
み ち こ

理事長 

小松雄三
こまつゆうぞう

 
専務理事 

■ 新･任･ご･紹･介 ■ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■委員      (任期：平成１８年１１月１１日～平成２０年１１月１０日) 
氏 名 所 属 団 体 等 

川田 勲 高知大学農学部教授 

石川 清彦 日本農業新聞高知通信部記者 

谷地森 秀二 NPO法人四国自然史科学研究センター長 

福留 脩文 (株)西日本科学技術研究所所長 

西森 善郎 高知県市町村教育委員会連合会会長 

藪内 末廣 高知県教育センター所長 

大原 儀郎 池川木材工業(有)会長 

澳本 勝彦 大方町漁業協同組合長 

西原 正和 高知県農業協同組合中央会参事 

大坪 貞保 (社)日本造園建設業協会理事 

澤本 彰夫 高知商工会議所常務理事 

川上 利次 四国森林管理局計画部長 

清岡 博之 馬路村助役 

服部 薫 高知県森林局木の文化推進室チーフ 

１１月１２日(日)、いの町グリーンパ

ークほどの内にあるふれあいの森で、

三翠園で式を挙げた新婚さん５５組の

記念植樹を行いました。 

この取り組みは、三翠園が新婚さん

に苗木をプレゼントし、当会が植樹準

備や管理を行って森を育てているも

ので、植樹は今回で７回目を数えま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三翠園松尾社長といの町塩田町長

の挨拶の後、当日作業に参加した新

婚さん２３組が、三翠園スタッフ十数

名と一緒に、２人の木となるヤマザクラ

等を１本、心をこめて植えました。 

の苗木をいっしょに植えました。 

その後、早明浦ダムへ移動し、水

資源機構の粥川さんの説明を聞き

ながら、ダム内を見学しました。 

 森林の大切さを感じながら、両県

の交流を深めることができました。 

 

 

 １１月１８(土)日・１９日(日)、高知県

子ども会連合会がジュニアリーダー

研修会を野市青少年センターと甫

喜ヶ峰森林公園で実施しました。 

 甫喜ヶ峰森林公園では、バードカ

ービング体験や記念の森までの散

策をし、高知県の緑の少年団活動

のスタートともなった昭和５３年の植

樹祭の話を聞きました。こうして森の

活動も含めた研修を修了しました。 
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平成１８年８月２３日(水)、吉野川の

下流徳島県と上流高知県の緑の少年

隊の交流会を行いました。 

徳島県の緑の少年隊３６名が、吉野

川の支流の汗見川沿いの白髪山ふれ

あいの村休養センターに到着。 

 

 

 

 

 

 

▲(社)とくしま森とみどりの会船田常務理事挨拶 

高知県嶺北地域（大豊町、本山町、

土佐町、いの町本川地区）の緑の少年 

年 団２５

名と昼食

を兼ねた

交流会の

後で６班

に分かれ

て１００本 

平成１８年１１月１０日で２年間の任期満了を迎えた、運営協議会

の委員が改選されました。今回は、農業、漁業、教育など、森林、林

業にかぎらず幅広い分野の方に委員をお願いしました。 

緑の募金の活用やその使途について、それぞれの分野からのご

意見をいただきます。 

１１月７日(火)、９月に設立したレジ袋等の削

減推進をし、環境貢献で協力しあう緑のパート

ナーシップ委員会の初の活動(学習会)を開催。 

内田洋子委員長の挨拶のあと、高知市みどり

課の和田係長からリニューアル工事に入る青柳

公園の前後の説明を聞きながら、野島幸一郎樹

木医からアドバイスをいただきました。量販店か

らは、サニーマートとナンコクスーパーが参加。

都市の緑づくりについて意見を出しあいました。 
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ＮＣＢ緑の募金カード友の会が、高知市、秦地区住民

達と一緒にツリーハウスを秦泉寺公園につくりました。指

導は森づくり助っ人隊。浜氏拡さんをリーダーに、間伐か

から材の運搬、組立てまで行いました。 

夏真っ盛り８

月２０日･２７日の

組み立て作業に

は、秦小学校５、

６年生も加わり、

汗だくになって

皮はぎやはしご

作りに挑戦。完

成後は高知市に

寄贈され、今や

公園の新しい遊

び場です。 

９月２３日(土)、舟入川ウォーキング実行委員

会の実施事業。昔、野中兼山が作った舟入川の

川沿いを歩きながら歴史に触れ、水を通じ山、

川、海の関係を考えるもので、ボランティア１１８

名が関わり、参加者１５４名が８ｋｍの道のりをウォ

ーク。途中から子ども達は、高知工科大生のアシ

スタントのもと２kｍのいかだ下りをしました。 

秋期緑の募金期間（９月１日～１０月３１日）が終わりました。ご

協力ありがとうございました。 

今季は、｢２００６木と緑のフェアと都市緑化祭｣、「高知もくもく

ランド２００６」、｢刃物まつり(香美市)｣、｢甫喜ヶ峰フェスティバ

ル｣、｢馬路村マラソン大会｣、「香美市行政連絡会」、｢大月コス

モスまつり(大月町支部実施)｣等で街頭募金を行いました。 

木と緑のフェアでは、春と同じく高知市中央公園周辺３ヶ所で

街頭募金を実施。四国森林管理局角
つ の

局長、高知県森林局氏原
う じ は ら

局長、緑の協力員、緑の募金公募団体、緑の少年団、当会理

事ほか５０名が参加し、９６，３２３円のご寄付をいただきました。 

ツリーハウスをつくろう（緑化の推進） 

■ 木のおもちゃプロジェクト 
第５期の貸出場所であった宿毛

市地域子育て支援センター、野市

保育所、高須幼稚園(高知市)の貸出

を終え、第６期の、本川へき地保

育園、清和幼稚園(高知市)、フレン

ド幼稚園(南国市)に配達しました。 

すべての場所で大好評です。3

ヶ月間楽しく仲良く遊んでね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 緑化ポスターを中央へ推薦 
国土緑化運動ポスターを募集

し、今年は県下４校からの応募が

あり、中央へ５点を推薦しました。 

12月１日(金)、ダイドー･タケナカビバレッジの代表取締役竹中幸市様が、

当会事務所にお越しになり、緑の募金へ 30万円のご寄付いただきました。

郷土の緑化に大切に活用させていただきます。誠にありがとうございました。 

舟入川ウォーキング（緑化の推進） 

緑
の
募
金
は
、
森
林
の
整
備
、
緑
化
の
推 

進
、
国
際
協
力
に
関
す
る
県
内
で
実
施
さ 

れ
る
公
募
事
業
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
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・緑の募金に関するお問い合せ 
・緑の募金事業に関するお問い合せ 

社団法人 高知県森と緑の会 
〒782-0078 高知県香美市土佐山田町大平80 

高知県森林総合センター内 
TEL：0887-52-0072 FAX：0887-52-4177 
E-mail forestandgreen@moritomidori.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.moritomidori.com/ 

■ 賛助会員に２団体１個人仲間入り 
馬路村農業協同組合、岸田サービス有限会
社、大原儀郎様にご入会いただきました。 
 
 

■ ＮＣＢ緑の募金カード 
このカードを使ってお買い物するだけで
緑の募金。ショッピング・給油・高速料金。 
入会時に、便利なマイバッグをプレゼント。 
普段のお買い
物で、森を元気
にできるカード
です。入会金・
年会費無料。 

■ ほっと一息！森づくり 
～「緑の募金」自動販売機 ～ 
同じ飲むなら｢緑の募金｣自動販売機。対
象販売機には、緑の募金の標示がされてい
ます。協力企業は下記の３社です。 
また、対象自販機の設置協力場所を募集
中！まずは当会事務局迄ご連絡ください。 
・ダイドードリンコ 
・四国キヤンティーン(コカ･コーラ系列)  
・岸田サービス（サントリー･アサヒ･ポッカ･大塚製薬･ネッスル） 
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１０月１４･１５日、８ヶ所の緑と水の会の役

員と事務局長を対象に、各会１、２名に参

加いただき、緑と水の会ネットワークリーダ

ーの育成を伊野スポーツセンターで行いま

した。互いの取り組みや問題点を共有し、

森や緑に関わる補助金の種類や申請時

期、内容等の説明を当会から行いました。 

１０月２１･２２日は、東部地域を対象に安

芸市の畑山温泉で、ボランティアリーダース

テップアップ講座を開催。木と人･出会い館

塩田正興館長、池川木材工業の大原儀郎

氏、香南市公民館長の安芸誠一氏の３名 

から講演が、

また、実践編

として、実際

に作りながら

学ぶ中森道

雄氏のすぐに

使えるクラフト

講座が行われ

ました。 

１０月２９日(日)、高知桜ライオンズクラブ(一柳雪子会長)の呼び

かけで、日本樹木医会高知県支部、高知県緑サポーター会、高

知緑と水の会、地元の鏡ツーリズム研究会、当会等総勢５３名が協

力し、土佐鏡湖公園の桜のテングス病を除去しました。 

四国電力と四電工の協力で、高所作業車をお借りでき、１日が

かりの作業を行いました。想像以上に重労働でしたが、おかげさま

で見違えるほどすっきりしました。 

続いて１１月１９日(日)には、冷たい小雨のぱらつく中、地元鏡

中学校(上流)と旭中学校(下流)の生徒と先生７３名を加えた総勢

１２０名が、サクラ１００本とツツジを公園周囲と沿道に植えました。 

行政の経費を全く使わないで

｢鏡桜の里づくり｣を主催した高知

桜 LC の活動に対し、１１月３０日

(木)、高知市から感謝状が贈られ

ました。（この事業の経費の一部を

森と緑の会が助成しています） 

１１月８～１０日(２泊３日)で、中

国・四国地区リーダー研修が鳥取

県で行われ、当会の推薦した２名

が、ボランティア活動を行っている

他県の参加者と交流を深めました。 


